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学 歴    年 月 日         事       項 
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 2011 年 4 月 1 日  千葉大学医学部附属病院 医員（集中治療部） 

 2012 年 4 月 1 日  千葉大学医学部附属病院 助教（集中治療部） 

 2014 年 8 月 31 日  同上辞職 

 2014 年 9 月 1 日  スイス ジュネーブ大学病院 研究員（臨床栄養部） 

 2017 年 4 月 1 日  千葉大学医学部附属病院 助教（集中治療部） 

 2019 年 4 月 1 日  千葉大学医学部附属病院 講師（集中治療部） 



 2022 年 1 月 1 日  千葉大学大学院医学研究院 講師（救急集中治療医学） 

 2022 年 7 月 1 日  千葉大学国際高等研究基幹 准教授 

    （医学研究院 救急集中治療医学、 

    災害治療学研究所 次世代災害治療学部門 部門長） 

    千葉大学医学部附属病院 集中治療部 部長 

 2024 年 4 月 1 日  千葉大学医学部附属病院 救命救急センター センター長 
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野 准教授 

 神戸大学医学附属病院 救命救急科  

2025 年 7 月 1 日  神戸大学大学院医学研究科 地域社会医学・健康科学講座 

医療システム学分野 地域医療・健康システム開発部門 特命

教授 
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hero for the critically ill? Crit Care. 2014, 18:592 

2. Pichard C, Oshima T, Berger MM: Energy deficit is clinically relevant for 

critically ill patients: yes. Intensive Care Med. 2015, 41:335-8 

3. Oshima T, Pichard C: Parenteral nutrition: never say never. Crit Care. 2015, 19 

Suppl 3: S5 

4. Oshima T, Hiesmayr M, Pichard C: Parenteral nutrition in the ICU setting: need for 
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透析患者の周術期における血液浄化法の検討．ICU と CCU 26 Suppl. S15-S16, 2002 
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液浄化療法の課題 当科における小児に対する持続的血液濾過透析(CHDF)の検討．ICU と CCU 
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田成人: Refractory septic shock に対する Enhanced intesity PMMA-CHDF の有効性とメデ

ィエータ制御を目的とした血液浄化法の今後の展望．日急性血浄化会誌 3：101-8, 2012 

12. 服部憲幸，織田成人，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，幸部吉郎，大島 拓，髙橋和香，松

村洋輔，木村友則: 急性一酸化炭素中毒に対する当院の治療方針の変遷と課題．Jpn. J. 

Clin.Toxicol. 25：312-5, 2012 

13. 大谷俊介, 織田成人, 渡邉栄三, 安部隆三, 大島 拓, 服部憲幸, 仲村志芳, 松村洋輔, 橋

田知明: Abdominal Compartment Syndrome の病態と集中治療. 日本腹部救急医学会雑誌 

33:823-7, 2012 

14. 服部憲幸, 織田成人, 渡邉栄三, 安部隆三, 大島 拓, 大谷俊介, 松村洋輔, 仲村志芳: 侵

襲性真菌感染症の診断と治療. ICU と CCU; 37: 913-9, 2013 

15. 大島 拓，織田成人: 急性膵炎における成分栄養剤と消化態栄養剤の比較．臨床栄養 123: 

607-12, 2013 

16. 大島 拓，織田成人: 電解質異常．救急医 37: 1676-771, 2013 



17. 服部憲幸，織田成人，渡邉栄三，安部隆三，大島 拓，大谷俊介，松村洋輔，仲村志芳: 侵

襲性真菌感染症の診断と治療．ICU と CCU 37: 913-9, 2013 

18. 大島 拓，織田成人: 【胸部外傷診療】循環管理．救急医学; 38: 417-21, 2014 

19. 服部憲幸, 渡邉栄三, 安部隆三, 大島 拓, 高橋和香, 仲村志芳, 松村洋輔, 橋田知明, 若

林華恵, 織田成人: 外科手術を要する慢性維持透析患者に対するチーム医療の現状. 腎と透

析 78:Suppl14-7, 2015 

20. 佐藤 由美, 大島 拓 柄澤 智史, 春山 美咲子, 依田 智未, 播磨 美佳, 市川 はるな, 鶴岡 

裕太, 野本 尚子, 古川 勝規, 岡本 美孝, 織田 成人：【救急のチームワークとヒヤリハッ

ト】 栄養療法プロトコールとチーム医療．日本腹部救急医学会雑誌 38: 509-15, 2018 

21. 大島 拓＊ 日本の重症患者には早期から栄養を充足すべきか? 日本集中治療医学会雑誌 26: 

3-4, 2019 

22. 大島 拓＊, 今井 正太郎, 古川 誠一郎, 河内 由菜:【PICS update】PICS 対策としての理学

療法 早期理学療法導入と挑戦．ICU と CCU: 43:397-402, 2019 

23. 大島 拓＊: 各分野のガイドラインを紐解く 重症患者の栄養管理ガイドライン:日本外科学

会雑誌 121: 362-3, 2020 

24. 大網 毅彦, 大島 拓＊: 【L-カルニチン欠乏症と L-カルニチン投与の有用性】重症患者にお

ける L-カルニチン欠乏症と補充療法の必要性. 外科と代謝・栄養 54: 66-70, 2020 

25. 大島 拓＊, 春山 美咲子, 今井 正太郎, 古川 誠一郎, 佐藤 由美: ICU-AW の予防を目指す

早期からの蛋白栄養と理学療法の介入について．外科と代謝・栄養 54: 154-9, 2020 

26. 橋田 知明, 大島 拓, 中田 孝明: 敗血症に対する血液浄化法の変遷．日本急性血液浄化学

会雑誌 12: 45-51, 2021 

27. 山本 晃之, 大島 拓＊: 【シン・重症患者の栄養療法】重症患者の必要エネルギー量 間接

熱量計をどう使う?ないときはどうする? ICU と CCU 47: 577-582, 2023 

28. 大島 拓＊:【器機を用いた栄養アセスメントを臨床に生かす】間接熱量計を用いた重症患者

の栄養アセスメント. 外科と代謝・栄養 58: 70-72, 2024 

29. 大島 拓＊: 栄養療法の最適化を目指すモニタリング. 日本集中治療医学会雑誌 31: 253-

260, 2024 

30. 大島 拓＊:【重症患者の栄養療法 update】重症患者における静脈栄養．ICU と CCU 49: 434-

439，2025 
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1. 劇症肝不全（FHF）に対する人工肝補助療法（ALS）と肝移植．平野 剛，平澤博之，織田成

人，志賀英敏，中西加寿也，松田兼一，仲村将高，肥田誠治，横張賢司，平山 陽，森口武

史，新田正和，大島 拓，大谷俊介，菅谷明子，森田泰正，横井健人. 日本医工学治療学会

第 17 回学術大会．2001 年 9 月 東京 （シンポジウム） 

2. 当 ICU における血液浄化法別にみた急性腎不全の治療成績の検討．平山 陽，平澤博之，織

田成人，志賀英敏，中西加寿也，松田兼一，仲村将高，肥田誠治，横張賢司，平野 剛，森

口武史，渡邉栄三，新田正和，大島 拓，大谷俊介，菅谷明子，森田泰正，横井健人.第 12

回日本急性血液浄化学会学術集会．2001 年 10 月 札幌（シンポジウム） 

3. 慢性透析患者の周術期における血液浄化法の検討．志賀英敏，平澤博之，織田成人，中西加

寿也，松田兼一，仲村将高，横張賢司，肥田誠治，平野 剛，平山 陽，森口武史，渡邉栄

三，新田正和，大島 拓，大谷俊介，菅谷明子，森田泰正，横井健人.第 12 回日本急性血液

浄化学会学術集会．2001 年 10 月 札幌（シンポジウム） 

4. 当科における小児に対する持続的血液濾過透析（CHDF）の検討．織田成人，平澤博之，志賀

英敏，中西加寿也，松田兼一，仲村将高，横張賢司，渡邉栄三，森口武史，森田泰正，大島 

拓.当科における小児に対する持続的血液濾過透析（CHDF）の検討．2001 年 11 月 東京（シ

ンポジウム） 
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7. Colloid Osmotic Pressure（COP）を指標とした Fluid Resuscitation の有用性．松田兼

一，平澤博之，織田成人，志賀英敏，仲村将高，渡邉栄三，平山 陽，中田孝明，大島 拓，

篠崎広一郎，上野博一：第 32 回日本救急医学会総会・学術集会．2004 年 10 月 千葉（シン

ポジウム） 

8. 肝腎不全同時発症多臓器不全に対する栄養管理．志賀英敏，平澤博之，織田成人，松田兼

一，仲村将高，渡辺圭祐，安部隆三，中田孝明，幸部吉郎，立石順久，大島 拓，大谷俊

介，森田泰正，横井健人.第 67 回日本臨床外科学会総会．2005 年 10 月 東京（シンポジウ

ム） 

9. IL-6 迅速測定に基づく septic shock に対する PMMA-CHDF の有効性の検討．森田泰正，織田

成人，貞広智仁，仲村将高，安部隆三，中田孝明，大島 拓，大谷俊介，松村洋輔，池田 

彩，平澤博之．第 24 回日本医工学治療学会学術大会 2008 年 4 月 千葉（シンポジウム） 

10. 頭部外傷後の軸索新生（sprouting）を介した axonal Plasticity による神経機能の再生に

おける TNF-α の役割．大島 拓，織田成人，貞広智仁，仲村将高，安部隆三，中田孝明．日

本医工学治療学会第 24 回学術大会 2008 年 4 月 千葉（シンポジウム） 

11. 血液浄化法とメディエータ制御 今後の浄化法を探る Refractory septic shock に対する

enhanced intensity PMMA-CHDF の有効性と今後の浄化法の展望．松村洋輔，織田成人，貞

広智仁，仲村将高，渡邉栄三，安部隆三，森田泰正，大島 拓，瀬戸口大典，高橋和香，高

井信幸，木村友則，加藤辰一朗，平澤博之．第 22 回日本急性血液浄化学会 2011 年 10 月 

久留米（シンポジウム） 

12. 腹部救急医療における IVR の進歩と限界 迅速・安全・確実な IVR を安心して救急医が行う

ために．松村洋輔，貞広智仁、仲村将高，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，森田泰正，大島 

拓，高橋和香，高井信幸，木村友則，桑原秀次，松本純一，織田成人．第 48 回 日本腹部救

 



急医学会  2012 年 2 月 金沢（シンポジウム） 

13. 貞広智仁，織田成人，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，幸部吉郎，大島 拓，服部憲幸，富

田啓介．第 23 回日本急性血液浄化学会 2012 年 10 月 大宮（シンポジウム） 

14. AKI の治療戦略 Septic AKI の病態と治療特に血液浄化療法開始のタイミングと血中 NGAL 濃

度測定の意義について．貞広智仁，織田成人，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，幸部吉郎，

大島 拓，服部憲幸，富田啓介，二階堂洋史，高橋牧子．急性血液浄化法に用いられる補充

液と透析液の組成を考える 急性血液浄化療法に求められる透析液・補充液の蘇生．第 23 回

日本急性血液浄化学会 2012 年 10 月 大宮（シンポジウム） 

15. 急性血液浄化の hemofilter の種類と選択方法を検証する CHDF における PS 膜と CTA 膜の比

較検討．小林美知彦，大島 拓，渡邉栄三，安部隆三，幸部吉郎，中田孝明，服部憲幸，山

根慎滋，石井祐行，古川豊，並木陸，織田成人．第 23 回日本急性血液浄化学会 2012 年 10

月 大宮（シンポジウム） 

16. Therapeutic Hypothermia (TH)中の安定した体温管理が心停止後症候群の病態に与える影響

と効果に関する検討．篠崎広一郎，織田成人，加藤真優，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，

幸部吉郎，大島 拓，服部憲幸，田中久美子，平澤博之．第 40 回日本救急医学会総会・学術

集会 2012 年 11 月 京都（シンポジウム） 

17. 劇症肝炎の終末期医療．服部憲幸，織田成人，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，幸部吉郎，

大島 拓，橋田知明，曽根あゆみ，柄澤智史，川口留以第 40 回日本救急医学会総会・学術集

会 2012 年 11 月 京都（シンポジウム） 

18. 敗血症の診断と治療 beyond guidelines; PCT/IL-6 同時測定の意義と PMMA-CHDF によるサイ

トカイン除去の有用性．松村洋輔，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，幸部吉郎，大島 拓，

服部憲幸，織田成人．第 25 回日本外科感染症学会学術集会 2012 年 11 月 千葉（シンポジ

ウム） 

19. 重症敗血症の集中治療はどうあるべきか 当 ICU における Cytokine-riented Therapy として

の重症敗血症治療とその将来展望．渡邉栄三，織田成人，安部隆三，中田孝明，幸部吉郎，

大島 拓，服部憲幸，松村洋輔．第 40 回日本集中治療医学学会学術集会 2013 年 3 月 松本

（シンポジウム） 

20. 人工肝補助療法 現状と on-line HDF の展望 当施設における劇症肝炎(FH)に対するオンライ

ン血液濾過透析(Online HDF)の施行経験．柄沢智史, 渡邉栄三, 安部隆三, 中田孝明, 大島 

拓, 服部憲幸, 織田成人. 第 39 回日本急性肝不全研究会．2013 年 6 月，東京（シンポジウ

ム） 

21. 当院における RRS の現状と課題．大島 拓，中田孝明，川口留以，渡邉栄三，安部隆三，大

谷俊介，服部憲幸，松村洋輔，織田成人. 第 22 回日本集中治療医学会関東甲信越地方会 

2013 年 8 月，甲府（シンポジウム） 

22. 急性血液浄化療法における薬物投与 急性血液浄化法によるバンコマイシンクリアランスの

検討．服部憲幸, 山崎伸吾, 松村洋輔, 渡邉栄三, 安部隆三, 大島 拓, 大谷俊介, 大網毅

彦, 鈴木達也, 鈴木貴明, 石井伊都子, 織田成人. 第 24 回日本急性血液浄化学会学術集会 

2013 年 9 月，札幌（シンポジウム） 

23. 血液浄化で臓器障害スパイラルを止められるか 敗血症に対する血液浄化 PMMA-CHDF と On-

line HDF．松村洋輔, 渡邉栄三, 安部隆三, 大島 拓, 大谷俊介, 服部憲幸, 織田成人. 第

24 回日本急性血液浄化学会学術集会 2013 年 9 月，札幌（シンポジウム） 

24. 敗血症(セプシス)治療の標準化 重症敗血症に対する急性血液浄化法．渡邉栄三, 織田成人, 

安部隆三, 大島 拓, 大谷俊介, 服部憲幸, 松村洋輔, 仲村志芳, 橋田知明, 砂原聡, 菅な

つみ. 第 26 回日本外科感染症学会学術集会．2013 年 11 月，神戸（シンポジウム） 

25. 救命救急・集中治療領域におけるアフェレシス 急性肝不全に対する人工肝補助療法(ALS)の

変遷と、オンライン血液濾過透析(OLHDF)の臨床的効果の検討．服部憲幸, 安部隆三, 柄澤

智史, 渡邉栄三, 大島 拓, 高橋和香, 松村洋輔, 織田成人. 第 35 回日本アフェレシス学会

学術集会．2014 年 9 月，東京（シンポジウム） 

26. 救急医療における血液浄化療法の発展 急性肝不全に対する人工肝補助療法の血液浄化量か

ら見た臨床効果．安部隆三, 柄沢智史, 渡邉栄三, 大島 拓, 服部憲幸, 高橋和香, 松村洋

輔, 安井伸, 藤原慶一, 横須賀收, 織田成人. 第 52 回日本人工臓器学会学術集会．2014 年

10 月，札幌（シンポジウム） 

27. これからの救急医療における栄養管理はどうあるべきか 当 ICU における栄養管理 早期目標



栄養量の達成を目指して．富田啓介, 大島 拓, 渡邉栄三, 安部隆三, 高橋和香, 服部憲幸, 

松村洋輔, 織田成人. 第 42 回日本救急医学会学術集会．2014 年 10 月，福岡（シンポジウ

ム） 

28. 長期予後を見据えた治療戦略 ICU 退室時 Procalcitonin 値の評価は長期予後を見据えた治

療戦略として有用である．松村洋輔, 中田孝明, 安部隆三, 大島 拓, 渡邉栄三, 服部憲幸, 

高橋和香, 仲村志芳, 砂原聡, 岡義人, 織田成人. 第 42 回日本救急医学会学術集会．2014

年 10 月，福岡（シンポジウム） 

29. 敗血症に対する急性血液浄化法の新しい展開 血液浄化膜へ吸着する物質のプロテオーム解

析に基づく新しい敗血症関連物質の探索と膜吸着の実態究明．橋田知明, 中田孝明, 渡邉栄

三, 安部隆三, 大島 拓, 高橋和香, 服部憲幸, 松村洋輔, 大網毅彦, 富田啓介, 砂原聡, 

菅なつみ, 大村拓, 岡義人, 小倉皓一郎, 竹田雅彦, 織田成人. 第 25 回日本急性血液浄化

学会学術集会．2014 年 10 月，千葉（シンポジウム） 

30. 当 ICU における重症敗血症・敗血症性ショック症例に対する empiric therapy の現状．高

橋和香，大島 拓，岩瀬信哉，栗田健郎，児玉義之，齋藤大輝，林 洋輔，山地芳弘，織田

成. 第 27 回日本外科感染症学会総会．2014 年 12 月 東京（シンポジウム） 

31. ARDS の人工呼吸管理 換気様式の選択 成人重症呼吸不全治療戦略における NO 吸入療法の位

置づけ．竹田雅彦, 松村洋輔, 渡邉栄三, 安部隆三, 大島 拓, 服部憲幸, 高橋和香, 富田

啓介, 菅なつみ, 織田成人. 第 42 回日本集中治療医学会学術集会．2015 年 2 月，東京（シ

ンポジウム） 

32. 敗血症性ショックの治療戦略 自施設における治療戦略とは? IL-6・PCT 経時的同時測定に

基づく高サイトカイン血症対策を中心とした敗血症性ショックの治療戦略．松村洋輔, 渡邉

栄三, 安部隆三, 大島 拓, 服部憲幸, 高橋和香, 橋田知明, 立石順久, 篠崎広一郎, 織田

成人. 第 42 回日本集中治療医学会学術集会．2015 年 2 月，東京（シンポジウム） 

33. 一歩進んだ重症患者の栄養管理 ICU Nutrition Team による栄養療法 確実な目標達成のた

めの次の一歩．柄澤 智史, 大島 拓, 佐藤 由美, 鶴岡 裕太, 依田 智未, 播磨 美佳, 春山 

美咲子, 市川 はるな, 織田 成人. 第 45 回日本集中治療医学会 2018 年 2 月 千葉（シンポ

ジウム） 

34. 超急性期の栄養療法 早期充足を目指す多職種連携アセスメント.大島 拓, 佐藤 由美, 柄澤 

智史, 春山 美咲子, 織田 成人.第 34 回日本静脈経腸栄養学会学術集会 2019 年 2 月 東京

（シンポジウム） 

35. 集中治療患者における蛋白投与 適切な蛋白栄養は重症患者の機能的予後の改善に寄与する.

大島 拓, 織田 成人.第 46 回 日本集中治療医学会学術集会 2019 年 3 月 京都（シンポジウ

ム） 

36. ICU-AW の予防と対策(早期リハと栄養の観点から) ICU-AW の予防をめざす早期からの蛋白栄

養と理学療法.大島 拓, 佐藤 由美, 春山 美咲子, 今井 正太郎, 鶴岡 裕太, 菅野 はるな, 

佐藤 菜緒, 古川 誠一郎, 竹内 純子, 織田 成人.第 56 回 日本外科代謝栄養学会学術集会 

2019 年７月 神戸（シンポジウム） 

37. 一歩進んだ PICS 予防対策:チーム医療、栄養管理、早期リハビリテーション 多職種栄養・

リハビリテーションチームによる PICS 予防の効果.大島 拓, 佐藤 由美, 今井 正太郎, 古

川 誠一郎, 春山 美咲子, 河内 由菜, 柄澤 智史, 林 洋輔, 中田 孝明.第 48 回日本集中治

療医学会学術集会 2021 年 2 月（オンライン・シンポジウム） 

38. ICU-AW、PICS を防ぐ急性期栄養管理 急性期の適切な栄養管理が ICU-AW の予防に寄与する.

大島 拓, 佐藤 由美, 春山 美咲子, 河内 由菜, 今井 正太郎, 古川 誠一郎, 林 洋輔, 柄

澤 智史, 中田 孝明.第 36 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 2021 年 7 月 神戸（シンポジ

ウム） 

39. Challenge to Change 救急現場における働き方改革の理想と現実 働き方改革に先駆けた職

場改革 国立大学救命センターにおける取り組み.柄澤 智史(千葉大学 大学院医学研究院救

急集中治療医学), 中田 孝明, 大島 拓, 高橋 希. 第 49 回日本救急医学開総会・学術集会 

2021 年 11 月 東京（シンポジウム） 

40. Acute Care Surgery を成功に導く栄養療法．大島 拓．第 49 回 日本集中治療医学会学術集

会 2022 年 3 月 仙台（オンライン・合同シンポジウム） 

41. 重症病態に対する正確な栄養投与量決定：間接熱量測定の意義. 重症病態に対する正確な栄

養投与量決定：間接熱量測定の意義. 大島 拓．第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 



2022 年 5 月 横浜（シンポジウム） 

42. ICU 入室初期の栄養投与状況と臨床転帰との関連性の検討.佐藤 由美，島居 傑，野本尚

子，古川勝規，岩立康男，大島 拓．第 37 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 2022 年 5 月 

横浜（シンポジウム） 

43. 重症患者の早期経腸栄養におけるモニタリングを科学する 間接熱量計を用いた適切な栄養

投与量モニタリング.大島 拓．第 33 回 日本臨床モニター学会 2022 年 6 月名古屋（シンポ

ジウム） 

44. 急性血液浄化と栄養：理想と現実.大島 拓，島田忠長，服部憲幸，中田孝明.第 33 回 急性

血液浄化学会 2022 年 10 月 岐阜（シンポジウム） 

45. 急性肝不全に対するアフェレシス．齋藤大輝，服部憲幸，大島 拓，安部隆三，中田孝明．

第 43 回日本アフェレシス学会学術大会 2022 年 11 月 金沢（シンポジウム） 

46. 看護師特定行為修了者と目指す急性期栄養療法:研修指導と多職種チームを主導する立場か

ら. 大島 拓，今枝 太郎，春山 美咲子，後藤 佳央里，嶋 光葉，鶴岡 裕太.第 38 回日本臨

床栄養代謝学会学術集会 2023 年 5 月 神戸（シンポジウム） 

47. ベッドサイドで目指す重症患者に対する個別化栄養への取り組み.大島 拓.第 60 回 日本外

科代謝栄養学会学術集会 2023 年７月 東京（シンポジウム） 

48. 侵襲時のマイクロバイオームとメタボロミクス.大網 毅彦, 石田 茂誠, 大島 拓, 山本 晃

之, 中田 孝明.第 60 回 日本外科代謝栄養学会学術集会 2023 年７月 東京（要望演題） 

49. 侵襲とショックから明日の Critical care nutrition を科学する 侵襲時のマイクロバイオ

ームとメタボロミクス.大網 毅彦, 石田 茂誠, 大島 拓, 山本 晃之, 中田 孝明.第 37 回 

日本 Shock 学会学術集会. 2023 年 8 月 名古屋（シンポジウム） 

50. CKRT の開始基準/終了基準を探る IL-6 に基づいた CKRT の適応判断と予後予測.大島 拓．第

34 回 急性血液浄化学会 2023 年 9 月 名古屋（シンポジウム） 

51. 重症患者の栄養療法における目標エネルギー投与量の設定.大島 拓．第 39 回日本臨床栄養

代謝学会学術集会 2024 年 2 月 横浜（シンポジウム） 

52. 多臓器不全の謎に迫る!臓器連関メカニズム解明の最新動向 敗血症ショックにおけるリポ

蛋白・アポ蛋白と予後との関連. 島田 忠長, 大島 拓, 服部 憲幸, 大網 毅彦, 富田 啓介, 

砂原 聡, 高橋 希, 中田 孝明.第 51 回 日本集中治療医学会学術集会 2024 年 3 月 札幌

（シンポジウム） 

53. 侵襲と栄養-腸内環境のダイナミックな関係を探る 重症患者における腸管恒常性の破綻と

腸内環境制御に向けた展望. 大網 毅彦, 石田 茂誠, 大島 拓, 山本 晃之, 中田 孝明. 第

51 回 日本集中治療医学会学術集会 2024 年 3 月 札幌（シンポジウム） 

54. ガイドラインから考える急性期の栄養療法とリハビリテーション医療. 大島 拓．第 61 回

日本リハビリテーション医学会. 2024 年 6 月 東京（シンポジウム） 

55. 多職種連携による重症救急患者に対する早期栄養療法. 大島 拓，山本晃之，石田茂誠，嶋 

光葉，鶴岡裕太，笹山陽加，佐川千尋，春山美咲子，大網毅彦，中田孝明. 第 27 回日本臨

床救急医学会総会・学術集会. 2024 年 7 月（シンポジウム） 

56. 重症患者の早期経腸栄養における腸管合併症のリスク評価. 大島 拓．第 40 回 日本栄養治

療学会．2025 年 2 月（シンポジウム） 

57. 重症急性膵炎に対する集中治療と栄養療法. 大島 拓．第 62 回日本腹部救急医学会。2025

年 3 月（シンポジウム） 

 

（パネルディスカッション） 

1. 当施設における PCPS 施行症例の検討．第 32 回日本救急医学会総会・学術集会．中田孝明，

平澤博之，織田成人，志賀英敏，松田兼一，仲村将高，渡邉栄三，幸部吉郎，立石順久，大

島 拓，横井健人. 2004 年 10 月 千葉（パネルディスカッション） 

2. 重症急性膵炎（SAP）に対する CHDF を併用した輸液管理と TPN+SDD による栄養管理の有効

性．大島 拓，平澤博之，織田成人，志賀英敏、松田兼一，仲村将高，渡辺圭祐，安部隆

三，中田孝明，幸部吉郎，立石順久．第 42 回日本腹部救急医学会総会 2006 年 3 月 東京

（パネルディスカッション） 

3. 敗血症性ショックと急性血液浄化療法 初期輸液評価と急性血液浄化導入のタイミング 重症

敗血症/敗血症性ショックに対する持続的血液濾過透析(CHDF)導入のタイミングについての



検討．貞広智仁，織田成人，仲村将高，渡邉栄三，安部隆三，森田泰正，大島 拓，瀬戸口

大典，高橋和香，高井信幸，松村洋輔，木村友則，加藤辰一朗．第 22 回日本急性血液浄化

学会 2011 年 10 月 久留米（パネルディスカッション） 

4. 重症敗血症の病態生理 Update マウス盲腸結紮穿孔(CLP)モデルを用いた重要臓器における

autophagy 発現解析．高橋和香，織田成人，幡野雅彦，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，幸

部吉郎，大島 拓，服部憲幸．第 25 回日本外科感染症学会学術集会 2012 年 11 月 千葉（パ

ネルディスカッション） 

5. 重症敗血症への挑戦 マルチプレックスアッセイによる敗血症重症度診断に有用なサイトカ

インの探索．松村洋輔, 渡邉栄三, 安部隆三, 中田孝明, 幸部吉郎, 大島 拓, 服部憲幸, 

織田成人. 第 16 回日本臨床救急医学会学術集会 2013 年 7 月，東京（パネルディスカッシ

ョン） 

6. 重症病態の栄養治療戦略 ICU における多職種連携による栄養治療戦略．大島 拓, 織田成

人, 渡邉栄三, 安部隆三, 大谷俊介, 服部憲幸, 松村洋輔, 橋田知明, 栗田健郎, 齋藤大

輝, 平澤博之. 第 41 回日本救急医学会学術集会 2013 年 10 月，東京（パネルディスカッシ

ョン） 

7. 急性肝不全の治療戦略 急性肝不全に対する人工肝補助療法の今後の展望．安部隆三, 柄沢

智史, 松村洋輔, 渡邉栄三, 大島 拓, 大谷俊介, 服部憲幸, 安井伸, 藤原慶一, 横須賀收, 

織田成人. 第 50 回日本腹部救急医学会学術集会．2014 年 3 月，東京（パネルディスカッシ

ョン） 

8. 血液浄化施行中の薬物動態 血液浄化施行がトブラマイシンの薬物動態と有効性に及ぼす影

響．大網毅彦, 服部憲幸, 渡邉栄三, 安部隆三, 大島 拓, 高橋和香, 松村洋輔, 山崎伸吾, 

鈴木達也, 織田成人. 第 25 回日本急性血液浄化学会学術集会．2014 年 10 月，千葉（パネ

ルディスカッション） 

9. CHDF 施行中の栄養管理 敗血症症例における CHDF 施行中の栄養管理 栄養管理計画策定とそ

の効果．富田啓介, 大島 拓, 安部隆三, 高橋和香, 二瓶あや, 佐藤由美, 渡邉栄三, 服部

憲幸, 松村洋輔, 大網毅彦, 橋田知明, 砂原聡, 菅なつみ, 大村拓, 岡義人, 竹田雅彦, 小

倉皓一郎, 織田成人. 第 25 回日本急性血液浄化学会学術集会．2014 年 10 月，千葉（パネ

ルディスカッション） 

10. 敗血症性ショックの循環管理-何を指標にどう行うか? 敗血症性ショック症例に対する VA-

ECMO 療法導入の時期 心停止に陥る前に．今枝太郎, 立石順久, 安部隆三, 中田孝明, 大島 

拓, 服部憲幸, 松村洋輔, 織田成人. 第 45 回日本集中治療医学会学術集会．2018 年 2 月，

千葉（パネルディスカッション） 

11. 栄養療法の個別化に向けた取り組み．大島 拓，織田成人. 第 40 回日本臨床外科学会 2018

年 11 月 東京（パネルディスカッション） 

12. 集中治療領域における栄養と看護 看護部が主導する EN アルゴリズムの有用性.春山 美咲

子, 大島 拓, 佐藤 由美, 菅野 はるな, 鶴岡 祐太, 柄澤 智史, 竹内 純子, 織田 成人. 

第 46 回 日本集中治療医学会学術集会 2019 年 3 月 京都（パネルディスカッション） 

13. ICU における栄養管理 ICU における多職種チームによる栄養・理学療法.大島 拓, 柄澤 智

史, 林 洋輔, 佐藤 由美, 今井 正太郎, 古川 誠一郎, 春山 美咲子, 河内 由菜, 中田 孝

明.第 46 回日本外科系連合学会学術集会 2021 年 6 月 東京（オンライン・パネルディスカ

ッション） 

14. VV-ECMO 中の筋弛緩薬使用に関する一考察．服部憲幸，古川誠一郎，安部隆三，大島 拓，

林 洋輔，今井正太郎，今枝太郎，菅なつみ，中田孝明．第 43 回日本呼吸療法医学会学術

集会 2021 年 7 月 横浜（パネルディスカッション） 

15. 外科・集中治療領域でのタスクシフトとタスクシェア 千葉大学医学部附属病院の救急・集

中治療領域におけるワークシェアリング.今枝 太郎, 柄澤 智史, 富田 啓介, 大島 拓, 中

田 孝明.第 35 回外科感染症学会総会学術集会 2022 年 11 月 岡山（パネルディスカッショ

ン） 

16. RRS の効果を考える-臨床指標はなにが最適か?-千葉大学医学部附属病院における RRS11 年

間の活動実績と臨床効果. 栗田 健郎, 富田 啓介, 大島 拓, 中田 孝明. 第 50 回 日本集中

治療医学会学術集会 2023 年 3 月 京都（パネルディスカッション） 
17. 食べ物を粗末にするんじゃねえ!エネルギーとタンパク質から考える理想の ICU 飯 理想の



ICU 飯のためのモニタリングとは?大島 拓.第 50 回 日本集中治療医学会学術集会 2023 年 3

月 京都（パネルディスカッション） 

18. どうする?ドクターカー・ドクターヘリ. 救急現場急行と病院間搬送 運用開始 1 年が経過

した ECMO car の有用性と課題.齋藤 大輝, 大島 拓, 中田 孝明. 第 26 回日本臨床救急医学

開総会・学術集会 2023 年 7 月 東京 （パネルディスカッション） 

19. 間接熱量測定による代謝モニタリング：- 意義 と 限界 -.大島 拓．第 51 回 日本集中治療

医学会学術集会 2024 年 3 月 札幌（パネルディスカッション） 

20. 命をつなぐドラマ!重症患者のトランスポートに迫る 当院での重症患者搬送の現状と集中治

療医の役割. 秦 奈々美, 柄澤 智史, 服部 憲幸, 大島 拓, 中田 孝明.第 51 回 日本集中治

療医学会学術集会 2024 年 3 月 札幌（パネルディスカッション） 

21. 集中治療室の安らぎを探る:緩和ケアの新展開 緩和ケアスクリーニング導入が ICU スタッ

フの緩和ケアに関する意識へ及ぼす影響. 平野 友里恵, 坂巻 奈緒子, 藤澤 陽子, 今関 彩

也香, 糸日谷 美江, 島田 果林, 大島 拓, 新井 典子, 菅 なつみ. 第 51 回 日本集中治療

医学会学術集会 2024 年 3 月 札幌（パネルディスカッション） 

22. 妊産婦集中治療の最前線 当院における妊産婦救急・集中治療の取り組み.今枝 太郎, 馬場 

彩夏, 池田 優, 大島 拓, 長澤 亜希子, 中田 孝明. 第 51 回 日本集中治療医学会学術集会 

2024 年 3 月 札幌（パネルディスカッション） 

23. タスクシェアの舞台裏!重症患者の栄養療法における連携術 重症患者の個別化栄養療法を目

指す特定行為看護師の役割. 春山 美咲子, 山田 香織, 新井 典子, 大村 拓, 今枝 太郎, 

大島 拓. 第 51 回 日本集中治療医学会学術集会 2024 年 3 月 札幌（パネルディスカッショ

ン） 

24. 重症患者の栄養療法 個別化栄養のためのモニタリング. 大島 拓． 第 61 回日本腹部救急

医学会 2024 年 3 月 北九州（パネルディスカッション） 

25. ICU おける特定看護師との相互理解に基づく医療の効率化を目指した取り組み．大島 拓，

今枝太郎，大村 拓，山田香織，植竹優樹，森田由香理，捧 大地，春山美咲子，新井典

子，中田孝明．第 52 回日本集中治療医学会学術集会 2025 年 3 月 福岡（パネルディスカ

ッション） 

26. 重症患者の栄養投与最適化を目指した ICU 看護師の取り組み．春山美咲子，佐川千尋，新井

典子，柄澤智史，大島 拓．第 52 回日本集中治療医学会学術集会 2025 年 3 月 福岡（パネ

ルディスカッション） 

 

 

（ワークショップ・他） 

1. 当科における小児に対する持続的血液濾過透析（CHDF）の検討．横張賢司，平澤博之，織田

成人，志賀英敏，中西加寿也，松田兼一，仲村将高，肥田誠治，平山 陽，森口武史，渡邉

栄三，新田正和，横井健人，大島 拓.第 12 回日本急性血液浄化学会学術集会．2001 年 10

月 札幌（ワークショップ） 

2. 県単位の研究会を母体とした多施設共同研究の試み．第 33 回日本救急医学会総会・学術集

会．織田成人，平澤博之，大島 拓，北村伸哉，木村一隆，島崎淳也，中西加寿也，福家伸

夫，菅井桂雄，伊藤史生，平山 陽，冨永陽介，疋田 聡，上野幸廣，大谷 圭，大橋正樹，

葛西嘉亮，稲葉 晋. 2005 年 10 月 埼玉（ワークショップ） 

3. Septic Shock に対する持続的血液濾過透析(CHDF)を併用した輸液管理. 仲村将高, 平澤博

之, 織田成人, 志賀英敏, 松田兼一, 安部隆三, 中田孝明, 幸部吉郎, 立石順久, 大島拓, 

大谷俊介, 森田泰正, 横井健人.第 67 回日本臨床外科学会総会 2005 年 11 月 東京（ワーク

ショップ） 

4. 重症急性膵炎（SAP）に対する CHDF を併用した輸液管理と TPN+SDD による栄養管理の有効

性．重症急性膵炎(SAP)に対する栄養管理における中心静脈栄養(TPN)+Selective Digestive 

Decontamination(SDD)の有用性. 大島 拓, 平澤博之, 織田成人, 志賀英敏, 松田兼一, 仲

村将高, 渡辺圭祐, 安部隆三, 中田孝明, 幸部吉郎, 立石順久, 大谷俊介, 森田泰正, 横井

健人.第 67 回日本臨床外科学会総会 2005 年 11 月 東京（サージカルフォーラム） 

5. 外科的腹部救急疾患における諸問題 当院における重症急性膵炎(SAP)に対する Critical 

Care-特に ERCP 後 SAP の治療成績と問題点. 大島 拓, 平澤 博之, 織田 成人, 仲村 将高, 

大谷 俊介, 森田 泰正, 横井 健人: 第 61 回 日本消化器外科学会総会 2006 年 07 月 横浜



（ワークショップ） 

6. 重症敗血症治療の現状と将来展望 当施設における重症敗血症の治療戦略．仲村将高，織田

成人，貞広智仁，安部隆三，瀬戸口大典，大島 拓，大谷俊介，森田泰正，横井健人，服部

憲幸，平澤博之．第 43 回日本腹部救急医学会総会 2007 年 3 月 東京（ワークショップ） 

7. Surviving Sepsis Campaign Guidelines (SSCG)の本邦における有効性をめぐって．特に

steroid replacement, glucose control の観点から．仲村将高，織田成人，貞広智仁，安

部隆三，瀬戸口大典，大島 拓，大谷俊介，森田泰正，横井健人，篠崎広一郎，平澤博之．

第 43 回日本腹部救急医学会総会 2007 年 3 月 東京（トピックス） 

8. Hypercytokinemia 制御困難例に対する血液浄化法の強化．仲村将高，織田成人，貞広智

仁，安部隆三，中田孝明，大島 拓，大谷俊介，森田泰正，服部憲幸，平澤博之．第 18 回日

本急性血液浄化学会学術集会 2007 年 10 月 大分（ワークショップ） 

9. Septic shock 症例に対する PMMA-CHDF の検討．中田孝明, 織田成人, 貞広智仁, 仲村将高, 

安部隆三, 大島 拓, 大谷俊介, 森田泰正, 奥怜子, 篠崎広一郎, 島田忠長, 仲村志芳, 服

部憲幸, 松村洋輔, 平澤博之.第 44 回 日本腹部救急医学会  2008 年 3 月 福岡（ワークシ

ョップ） 

10. Severe sepsis/Septic shock における Immunoparalysis 対策．仲村将高，織田成人，貞広

智仁、安部隆三，中田孝明，大島 拓，大谷俊介，服部憲幸，島田忠長，森田泰正，平澤博

之．第 44 回 日本腹部救急医学会  2008 年 3 月 福岡（ワークショップ） 

11. 当科における劇症肝炎に対する人工肝補助療法と肝移植適応基準．安部隆三，織田成人，貞

広智仁、仲村将高，中田孝明，大島 拓，大谷俊介，平澤博之．第 44 回 日本腹部救急医学

会  2008 年 3 月 福岡（要望演題） 

12. 急性血液浄化における病態と血液浄化膜種の選択 劇症肝炎に対する血液浄化法の選択．立

石順久，織田成人，貞広智仁，仲村将高，平山陽，安部隆三，高橋和香，高井信幸，大網毅

彦，橋田知明，中西加寿也，大島 拓，平澤博之．第 19 回日本急性血液浄化学会 2008 年 9

月 東京 （ワークショップ） 

13. Surviving Sepsis Campaign Gidelines Up-to-date Surviving Sepsis Campaign 

Guidelines の問題点 我々の考え．仲村将高，織田成人，貞広智仁，渡邉栄三，安部隆三，

森田泰正，大島 拓，瀬戸口大典，高橋和香，平澤博之．第 36 回日本外科系連合学会学術集

会 2011 年 6 月 東京（ワークショップ） 

14. 救急集中治療領域におけるプロテオミクス研究の可能性 敗血症患者血清中蛋白質の網羅的

解析．服部憲幸，織田成人，貞広智仁，仲村将高，渡邉栄三，安部隆三，立石順久，森田泰

正，篠崎広一郎，大島 拓，平澤博之．第 39 回日本救急医学会総会・学術集会 2011 年 10

月 東京（主要演題） 

15. 急性血液浄化法の Non-renal indication をめぐって 重症敗血症/敗血症性ショックに対す

る PMMA-CHDF の適応と有効性．松村洋輔，織田成人，貞広智仁，仲村将高，渡邉栄三，安部

隆三，森田泰正，大島 拓，瀬戸口大典，高橋和香，高井信幸，木村友則，加藤辰一朗．第

49 回日本人工臓器学会学術集会 2011 年 11 月 東京（ワークショップ） 

16. 急性血液浄化療法の開始および終了のタイミングは？ 当科における CHDF の開始・離脱基

準．大島 拓，渡邉栄三，安部隆三，中田孝明，幸部吉郎，服部憲幸，織田成人．第 23 回日

本急性血液浄化学会 2012 年 10 月 大宮（イブニングディベート） 

17. 感染制御と栄養管理 重症敗血症に対する栄養療法．大島 拓，織田成人，渡邉栄三，安部隆

三，中田孝明，幸部吉郎，服部憲幸．第 25 回日本外科感染症学会学術集会 2012 年 11 月 

千葉（ワークショップ） 

18. Underfeeding は重症患者の感染性合併症や長期予後に悪影響を与えるかもしれない．北村

伸哉，加古訓之，五十嵐一憲，富田啓介，島居 傑，田中久美子，織田成人，大島 拓，第

41 回日本集中治療医学会学術集会．2014 年 2 月 京都（プロコン） 

19. On-line HDF の現状と課題 当 ICU における on-line HDF の現状と課題．服部憲幸, 織田成

人, 渡邉栄三, 安部隆三, 大島 拓, 大谷俊介, 松村洋輔, 仲村志芳, 柄澤智史, 大網毅彦, 

砂原聡, 菅なつみ, 古川豊, 小林美知彦, 長野南. 第 30 回日本医工学治療学会学術集会．

2014 年 3 月，名古屋（ワークショップ） 

20. 重症急性膵炎(Severe Acute Pancreatitis;SAP)に対する栄養管理．大島 拓, 織田成人, 渡

邉栄三, 安部隆三, 大谷俊介, 服部憲幸, 松村洋輔. 第 50 回日本腹部救急医学会学術集

会．2014 年 3 月，東京（要望演題） 



21. これからの心肺脳蘇生法 社会復帰を目指して 心停止蘇生後症例に対する低体温療法中の栄

養療法．安部隆三, 大島 拓, 渡邉栄三, 服部憲幸, 高橋和香, 仲村志芳, 橋田知明, 富田

啓介, 大村拓, 篠崎広一郎, 織田成人. 第 42 回日本救急医学会学術集会．2014 年 10 月，

福岡（ワークショップ） 

22. 重症呼吸不全を乗り切るために 当院における ECMO チームの立ち上げとその取りくみ．服部

憲幸, 安部隆三, 大島 拓, 松村洋輔, 菅なつみ, 山地芳弘, 渡邉栄三, 高橋和香, 大網毅

彦, 小倉晧一郎, 織田成人. 第 42 回日本救急医学会学術集会．2014 年 10 月，福岡（ワー

クショップ） 

23. PMX-DHP の功罪 敗血症性ショックの治療に PMX-DHP は必要か? 第 28 回日本急性血液浄化学

会学術集会．服部憲幸, 安部隆三, 中田孝明, 立石順久, 大島 拓, 松村洋輔, 富田啓介, 

織田成人.  2017 年 9 月，埼玉（ワークショップ） 

24. 急性血液浄化の新たな展開～ブレイクスルーはどこにある?～ 急性血液浄化用透析液・補充

液の問題点と対策．服部憲幸, 安部隆三, 中田孝明, 立石順久, 大島 拓, 松村洋輔, 織田

成人. 第 28 回日本急性血液浄化学会学術集会．2017 年 9 月，埼玉（ワークショップ） 

25. チームで行う回復力を高める栄養管理．佐藤 由美, 大島 拓, 竹内 純子, 野本 尚子, 織田 

成人： 第 45 回日本集中治療医学会 2018 年 2 月 千葉（教育講演） 

26. Pros & Cons 重症患者の栄養投与量 Pro Full feeding は機能的予後を改善させる．大島 

拓, 織田成人. 第 45 回日本集中治療医学会 2018 年 2 月 千葉（プロコン） 

27. 救急科領域講習 重症患者の栄養管理．大島 拓．第 72 回日本救急医学会関東地方会学術集

会 2022 年 2 月 千葉（オンライン・教育講演）  

28. 重症患者栄養と間接熱量測定：いつ、どのように、何のために？大島 拓．第 49 回 日本集

中治療医学会学術集会 2022 年 3 月 仙台（オンライン・教育セミナー） 

29. 重症患者に対する早期栄養療法の計画と多職種による実践.大島 拓，山本晃之，石田茂誠，

嶋 光葉，鶴岡裕太，笹山陽加，佐川千尋，春山美咲子，大網毅彦，中田孝明.第 84 回 日本

臨床外科学会 2022 年 11 月 福岡 （ワークショップ） 

30. 敗血症患者における High Density Lipoprotein 機能に関する検討.島田忠長, 大島 拓, 服

部憲幸, 大網毅彦, 富田啓介, 砂原聡, 高橋希, 中田孝明.第 51 回日本救急医学開総会・学

術集会 2023 年 11 月 東京（ハイライトセッション） 

31. 重症患者の理想的な栄養療法を目指す間接熱量測定の活用法. 大島 拓．第 51 回 日本集中

治療医学会学術集会 2024 年 3 月 札幌（教育講演） 

32. 急性期の栄養療法におけるエネルギー投与量の設定. 大島 拓．第 52 回日本救急医学会総

会・学術集会. 2024 年 10 月（教育セッション） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



業  績  目  録 
６．学会発表（国際会議）                         №      

（番号、演題名、発表者（共同発表者を含む）、学会名、発表年の順に記入してください。） 
 

1. TNFa is necessary in recovery of neurologic function by axonal plasticity 

following traumatic brain injury. Oshima T, Yamashita T, Oda S, Sadahiro T, 

Nakamura M, Murai H, Hirasawa H. 36th Critical Care Congress (SCCM), Feb 2007, 

Orlando Fl, USA (Poster) 

2. Continuous hemodiafiltration with PMMA hemofilter for hyper-cytokinemia. Nakada 

TA, Oda S, Hirasawa H, Matsuda K, Sadahiro T, Nakamura M, Abe R, Morita Y, Oshima 

T, Oku R, Shinozaki K: 2nd Joint International Federation for Artificial Organs 

(IFAO)- Japanese Society for Artificial Organs (JSAO) Congress, Oct 2007, Osaka, 

Japan (Symposium) 

3. Therapeutic Strategy Involving t-PA and ECMO for Severe Pulmonary Thromboembolism 

Associated with Air Travel. Oshima T, Nakanishi K, Tateishi Y, Oku R, Matsumura Y, 

Shiga Y, Oami T. 39th Critical Care Congress (SCCM), Feb 2010, Miami Fl, USA 

(Poster) 

4. The safetey and efficacy of enteral nutrition compared with TPN + SDD for severe 

acute pancreatitis. Oshima T, Oda S, Sadahiro T, Nakamura M, Watanabe E, Abe R, 

Nakara TA, Morita Y: Combined Symposium of KSSMN and JSSMN, Mar 2012, Seoul, Korea 

(Symposium) 

5. Can ventilator derived energy expenditure measurements replace indirect 

calorimetry? Oshima T, Heidegger CP, Makhlouf AM, Graf S, Dupertuis YM, Claude 

Pichard. ISICEM 2016, Mar 2016, Brussels, Belgium (Poster) 

6. In-vitro validation of the calorimeter developed for the ICALIC multicenter study 

using mass spectrometry. Oshima T, Ragusa M, Graf S, Heidegger CP, Makhlouf AM, 

Dupertuis YM, Claude Pichard. ESPEN 2016, Sept 2016, Copenhagen, Denmark (Poster) 

7. Simulation of human gas exchange during mechanical ventilation to validate a new 

indirect calorimeter. Oshima T, Graf S, Heidegger CP, Makhlouf AM, Dupertuis YM, 

Ragusa M, Claude Pichard. ESPEN 2016, Sept 2016, Copenhagen, Denmark (Poster) 
8. Can mechanical ventilators affect indirect calorimetry measurements? Oshima T, 

Heidegger CP, Makhlouf AM, Graf S, Dupertuis YM, Claude Pichard. ESPEN 2017, Sept 
2017, Amsterdam, Netherlands (Poster) 

9. In-vitro validation of the new indirect calorimeter against mass spectrometry 

measurements in simulated gas exchange. Oshima T, Dupertuis YM, Graf S, Makhlouf 

AM, Ragusa M, Heidegger CP, Claude Pichard. ESPEN 2017, Sept 2017, Amsterdam, 
Netherlands (Poster) 

10. In-vitro validation of the new indirect calorimeter at High FiO2 settings. Oshima 
T, Dupertuis YM, Delsoglio M, Achamrah N, Heidegger CP, Claude Pichard. ESPEN 
2018, Sept 2018, Madrid, Spain (Oral presentation) 

11. High and adequate protein for the critically ill; enough seems enough but what are 
the needs? Oshima T. Asian Society of Surgical Metabolism and Nutrition 2023, July 

2023, Tokyo, Japan (Symposium) 

12. Untargeted metabolomics analysis of acute-phase energy metabolism in critically 
ill patients. Yamamoto A, Oshima T, Oami T, Ishida S, Eguchi A, Sakurai K, Nakada 

TA.. ISICEM 2024, Mar 2024, Brussels, Belgium (Poster) 

13. Indirect calorimetry for critical care nutrition: current evidence and future 

perspectives. Oshima T, Yamamoto A, Ishida S, Kodo K, Hata N, Oami T. 52nd Annual 

Congress of the Japanese Society for Intensive Care Medicine, March 2025, Fukuoka, 

Japan（Euro-Japan Forum） 
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